
※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、「明
あす

日の釣
つ

りに必
ひつよう

要なもの」から「釣
つ

るための準
じゅんび

備と注
ちゅういてん

意点」、「釣
つ

り方
かた

のコツ」を紹
しょうかい

介していますので、
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けて下
くだ

さいね !!

ガイド 船釣り中深場用セット
マダイ、イサキ、ブリ類のコマセバージョン安心あん

しん

しっかり読
よ

んで、
ゴキゲンな釣

ちょうこう

行を !!

お買
か

い物
もの

リスト

マダイ

仕
掛
け

イサキ
仕
掛
け

ワラサ

仕掛け
ブ リ

クラッチを押
お

すとスプール
の 回

かいてん

転 が フ
リーになる。
道
みち

糸
いと

を出
だ

した
い時

とき

に使
つか

う。 

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとって。 

スプールに道
みちいと

糸を
均
きんとう

等に巻
ま

く装
そうち

置。
ハ ン ド ル を 巻

ま

く
と、この部

ぶぶん

分が左
さ

右
ゆう

に動
うご

く。 

回
まわ

して道
みちいと

糸の出
でぐあ

具合
いを調

ちょうせい

整する。

市し
は
ん販

の
仕し

か掛
け
を
購こ

う
に
ゅ
う入

このリストを釣
つりぐてん

具店の店
てんいん

員さん
に見

み

せて用
ようい

意しよう！

ハリ外
はず

しに
も使

つか

えるハ
サミ。

インターロック付
つ

きヨリモドシ

道
みちいと

糸とテンビンをつ
なぐ金

かなぐ

具。スナップ付
つ

きヨリモドシでも可
か

。

大きさ２～３
号を１～２個

偏
へんこう

光サングラス

水
すいちゅう

中を見
み

やす
くし、安

あんぜんめん

全面に
も役

やくだ

立つ釣
つ

り
用
よう

サングラス。

1つ

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

フィールドプライヤー 1つ

狙
ねら

う魚
さかな

に合
あ

わせ
た仕

しか

掛けを釣
つりぐ

具
店
てん

、または船
ふなやど

宿で
買

か

うこと。

仕
しか

掛け 市
しはん

販の仕
しか

掛けを２〜３つ用
ようい

意

半
はんにちづ

日釣りならこれで充
じゅうぶんたの

分楽し
める。エサは乗

じょうせんだい

船代に含
ふく

まれて
いる場

ばあい

合があるので確
かくにん

認する
こと。含

ふく

まれない場
ばあい

合は購
こうにゅう

入。

エサ つけエサ…オキアミ1パック

中
ちゅうがたかた

型片テンビン

道
みちいと

糸とハリ
スを絡

から

みに
くくし、クッ
ションの役

やく

割
わり

をする。

腕
わんちょう

長30 ～ 50㎝
前
ぜんご

後を１つ

ロッドホルダー、バッテリー

船
ふな

べりにセットして竿
さお

をキープ（置
お

き竿
ざお

に）する
ロッドホルダー。電

でんどう

動リールの電
でんげん

源となるバッテ
リー。共

とも

に船
ふなやど

宿で貸
か

し出
だ

しがあるかを確
かくにん

認。なけれ
ば用

ようい

意を！

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
ちょうこう

行を！

【ベイトリールと電
でんどう

動リールの特
とくちょう

徴】

1 2 3 4

5 6 7

ラインをふたつ
折
おり

にする。 

二
にじゅう

重になったライ
ンで輪

わ

を作
つく

る。 

ラインがクロス
する部

ぶぶん

分を左
ひだりて

手
の親

おやゆび

指と人
ひとざ

差し
指
ゆび

でつかむ。 輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手の人
ひとざ

差し
指
ゆび

を入
い

れて１回
かいてん

転。

③のあの部
ぶぶん

分
の輪

わ

に通
とお

す 

あに通
とお

したラインを引
いん

っ
張
は

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

８の字
じむす

結びで作
つく

った輪
わ

をヨ
リモドシのアイに通

とお

す。

輪
わ

を開
ひら

いて、ヨリモドシを
くぐらせる。 

 道
みちいと

糸を引
ひ

く

きっちり引
ひ

いて、結
けっそくかんりょう

束完了。

あ

3、4、5  道
みちいと

糸にテンビン、クッションゴム、仕
しか

掛けをセット

① 道
みちいと

糸で８の字
じ む す

結びを作
つく

る。

② 箱
は こ が

掛けにする

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ 取
と

りはずしを楽
らく

にするために８の字
じむす

結びをふ
たつ作

つく

り、ふたつ目
め

でできた輪
わ

にインター
ロック付

つ

きヨリモドシを結
むす

ぼう。ひとつ目
め

の
輪
わ

を引
ひ

けば、取
と

りはずしが簡
かんたん

単にできる。

スプール（糸
いとま

巻き）が回
かいてん

転して
糸
いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。ベイトリール

レベルワインド

ドラグ
ハンドル

クラッチ

【釣
つりぐ

具のセッティング】

1〜5の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

4

　イラストにあるつ
まみを回

まわ

して圧
あつ

を
調
ちょうせい

整。ファイト中
ちゅう

、
魚
さかな

の引
ひ

きにハリス
やリーダーが耐

た

え
きれず負

ま

ける（切
き

れる）寸
すんぜん

前に、ライ
ンが出

で

るようにセッ
トする。詳

くわ

しくは、
ゴールドマニュア
ルブック133ペー
ジをチェック！

ドラグ調
ちょうせい

整
も行

おこな

おう

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 道
みちいと

糸をロッドのガイドに通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

　穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいくこと。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

く

ねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

む。道
みち

糸
いと

を通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

　①親
おやゆび

指をクラッチに載
の

せ、下
した

に押
お

し込
こ

んでクラッチを切
き

って道
みちいと

糸をフ
リーにする。②レベルワインドに道

みち

糸
いと

を通
とお

し、③先
せんたん

端のガイドまで通
とお

し
きったら、道

みちいと

糸にゆとりを持
も

たせる。
　④その後

あと

、クラッチを上
あ

げて戻
もど

す
か、ハンドルを１回

かいま

巻いてクラッチ
を戻

もど

す。

1 2 3 4

　８の字
じむす

結びの箱
はこが

掛けで道
みちいと

糸の先
せんたん

端をインターロック式
しき

、またはクリップ付
つ

きヨリモドシに結
むす

び、各
かく

仕
しか

掛けを取
と

り付
つ

ける。

③ 道
み ち い と い か

糸以下のクリップに
　仕

し か

掛け類
るい

をセット
道
みちいと

糸
箱
はこが

掛けしたインターロック付
つ

きヨリ
モドシのクリップに、片

かた

テンビンを
付
つ

け、さらに腕
うでさき

先にクッションゴム、
その先

さき

に仕
しか

掛けを同
どうよう

様にセット。

ベイトリールの巻
ま

き上
あ

げを
電
でんどうか

動化したリール。電
でんどう

動リール

仕
しか

掛 け の 位
いち

置 を 表
ひょう

示
し

。タナ合
あ

わせの目
め

安
やす

になる。

水
すいしんけい

深計

このつまみを上
じょうげ

下さ
せることで巻

ま

き上
あ

げ
スピードを調

ちょうせい

整。

パワーレバー (アクセル)

ベイトリール同
どうよう

様。

最
さいきん

近 は ボ デ ィ と
一
いったいしき

体式になるコンパ
クトなリチウムバッ
テリーが主

しゅりゅう

流。

　基
きほんさぎょう

本作業は、ロッドをつなぎ、道
みちいと

糸をガイドに通
とお

し、インターロック付
つ

きヨリモドシ
に結

むす

び、テンビン、ビシ、仕
しか

掛けをつなぐだけですが、ロッドの穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）はデリケー
トなので、やさしく扱

あつか

うこと！

インターロック
付
つ

きヨリモドシ 中
ちゅうがたかた

型片テンビン
腕
わんちょう

長40 ～ 50㎝

コマセビシ（カゴ）

クッションゴム

ロッドホルダー 5

各
かく

１個
こ

コマセビシ 1つ

コ マ セ を 詰
つ

め
る 道

どうぐ

具。窓
まど

を
調
ちょうせつ

節 し て コ マ
セ の 放

ほうしゅつりょう

出 量 を
調
ちょうせい

整する。
予

よび

備 が あ る と
コ マ セ の 詰

つ

め
替

か

え 用
よう

に 使
つか

え
て便

べんり

利。

※釣
つ

る場
ばしょ

所によって、大
おお

きさや
形
かたち

、重
おも

さが決
き

まっているので、必
かなら

ず船
ふなやど

宿で確
かくにん

認して購
こうにゅう

入すること。

クッションゴム １～２本
ほん

急
きゅうげき

激な魚
さかな

の走
はし

りを吸
きゅうしゅう

収する道
どうぐ

具。

※釣
つ

る魚
さかな

によって、太
ふと

さや長
なが

さが
変

か

わるので、こちらも必
かなら

ず船
ふなやど

宿で
確
かくにん

認して購
こうにゅう

入すること。

クラッチ

バッテリー

回
まわ

して道
みちいと

糸の出
でぐあ

具合
いを調

ちょうせい

整する。

ドラグ

1 2
3

4

●ロッド
　ホルダー

●電
でんどう

動リール用
よう

　バッテリー

コマセ（マキエサ）…１〜２ブロック

オキアミ、アミエビの２種
しゅるい

類
あるが、こちらも乗

じょうせんだい

船代に含
ふく

まれている場
ばあい

合があるので船
ふな

宿
やど

で確
かくにん

認を！　また含
ふく

まれな
い場

ばあい

合は、どちらを使
つか

うかを
確
かくにん

認して用
ようい

意。



　エサ取
と

りの外
そとがわ

側でエサを待
ま

つマダイなどは、最
さいてい

低でも6m以
いじょう

上の
長
なが

いハリスを使
つか

う。これを絡
から

ませずに投
とうにゅう

入するには、まず足
あしもと

元（床
ゆか

）
に置

お

いてあるハリスを絡
から

ませないことが最
さいじゅうよう

重要ポイント。床
ゆか

を濡
ぬ

ら
しておくことや仕

しか

掛けを踏
ふ

まないなどで対
たいおう

応しよう。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：マダイ、イサキ、ブリ類
るい

 編
へん

マダイ、イサキ、ブリとも岩
がんしょうたい

礁帯や砂
されきぞこまわ

礫底周りで釣
つ

れる。マ
ダイは比

ひかくてき

較的、底
そこふきん

付近で。イサキやブリは根
ね

の上
うえ

で良
よ

く釣
つ

れ
る。どれも活

い

きた甲
こうかくるい

殻類から小
こざかな

魚までを好
この

んで捕
ほしょく

食する。

★ポイントはココ

　船
ふなづ

釣りでは、気
きづ

付かぬうちにラインが穂
ほさき

先に絡
から

まっていることが多
おお

くある。そ
のままキャストしてしまったりすると事

じこ

故の元
もと

。豆
まめ

にチェックして快
かいてき

適に釣
つ

り
を楽

たの

しもう。
　また、取

と

り込
こ

み時
どき

の仕
しか

掛け（テンビンやビシ）の巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎも多
おお

く見
みう

受けら
れる。こちらも穂

ほさき

先を痛
いた

めることにつながるので要
ようちゅうい

注意。穂
ほさき

先の20～ 30cmく
らい手

てまえ

前で仕
し

掛
か

けを止
と

める癖
くせ

をつけよう！

電
でんどう

動リールの投
とうにゅう

入、回
かいしゅうほう

収法

電
でんげん

源が入
はい

ってい
るかを確

かくにん

認し、
リセットボタン
で電

でんどう

動リールの
『水

すいしんけい

深計』の数
すうじ

字
を“ゼロ”設

せってい

定
にする。
投
とうにゅう

入は、仕
しか

掛け
を持

も

ってクラッ
チを切

き

ることか
ら始

はじ

まる。

　マダイのコマセ釣
づ

りをマスター
すれば、イサキやブリも同

どうよう

様に釣
つ

れる。ここではマダイ釣
づ

りをメイ
ンに進

すす

めよう。
　この釣

つ

りは、魚
さかな

を狙
ねら

う海
かいいき

域で 
“手

ても

持ち”と“置
お

き竿
ざお

”２通
とお

りのや
り方

かた

がある。いずれも船
せんちょう

長の指
しじ

示
するタナへ、コマセを何

なんかい

回かに分
わ

けて撒
ま

いて誘
さそ

うが、若
じゃっかん

干やり方
かた

が
違
ちが

うので、両
りょうほうおぼ

方覚えておこう。

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！ ！ ※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れを
し、元

もとどお

通りに梱
こんぽう

包しておこう。また釣
つりぐ

具にキズ
を付

つ

けたり、壊
こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所
をメモに残

のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておこう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に
外
はず

して行
い

く。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっている場
ばあい

合
は、継

つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

ち、
雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジりな
がら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

ける。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さないこと。穂
ほさき

先が折
お

れて
しまうぞ。

※穂
ほさきがら

先絡みや巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎに要
ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
たにん

人にも
踏
ふ

まれて折
お

れることが良
よ

くあ
ります。ロッドを置

お

く場
ばあい

合は、
荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、竿
さお

を
目
めだ

立つ場
ばしょ

所に置
お

くように!!

※むやみにロッドを
　地

じめん

面に置
お

かない！　

投
とうにゅう

入

回
かいしゅう

収

！

指
しじ

示ダナよりハリス分
ぶん

、
コマセビシを落

お

とし込
こ

んで、仕
しか

掛け馴
な

じみを待
ま

つ。仕
しか

掛けが潮
しお

に馴
な

じむ
時
じかん

間は20 ～ 30秒
びょうていど

程度。

1

置
お

き竿
ざおちょうほう

釣法
　船

せんちょう

長からの指
しじ

示ダナにコマセビシ
を正

せいかく

確に留
と

めて、ロッドホルダーに竿
さお

を置
お

いてじっくり待
ま

つスタイル。
　10ｍ以

いじょう

上のロングハリスを用
もち

いる
ことが多

おお

いので、仕
しか

掛けの投
とうにゅう

入を慎
しんちょう

重
に行

おこな

おう。

2

タナまでコマセ
ビ シ を 上

あ

げ て、
じっくり待

ま

つ。潮
しお

の抵
ていこう

抗でポロポ
ロと流

なが

れ出
で

るコ
マセと付

つ

けエサ
を同

どうちょう

調させる。

3

たまに誘
さそ

って（右
みぎ

ページ 
参
さんしょう

照）エサをアピール。3 
分
ふん

～ 10分
ふん

くらいの間
かんかく

隔で、
エサをチェックして再

さいとうにゅう

投入。 
これを繰

く

り返
かえ

し、アタリを
待
ま

つ。

4
タナ

潮

コマセビシを底
そこ

まで落
お

とし
込
こ

み、道
みちいと

糸が垂
すいちょく

直になるよう
にビシで底

そこ

をトントンと3
〜 4回

かい

たたく。直
ちょくせん

線になった
ところで、リールの底

そこ

からカ
ウンターをゼロに設

せってい

定する。

1

　東
とうきょうわん

京湾や相
さがみわん

模湾でお馴
じゅん

じみの、手
て

で
ロッドを持

も

って釣
つ

る方
ほうほう

法。タナは底
そこ

か
らハリス分

ふん

（６～９ｍが一
いっぱんてき

般的）巻
ま

き
上
あ

げたところとなるので、船
せんちょう

長からの
指

しじ

示はあまりない。
　乗

じょうせんまえ

船前にハリスの長
なが

さをしっかり
確
かくにん

認しておくこと。

タナまでの間
あいだ

に、2〜3回
かい

ロッ
ドをシャクリ、コマセを出

だ

す。
カウンターでタナを確

かくにん

認した
ら、そこでアタリを待

ま

つ。

2

１～３分
ぷん

くらい待
ま

ってア
タリが無

な

ければ、タナを探
さぐ

り直
なお

す。
底
そこしお

潮が流
なが

れている時
とき

は、低
ひく

めを探
さぐ

るのがセオリー。タ
ナからマイナス1 ～ 2ｍ
が目

めやす

安。底
そこしお

潮が冷
つめ

たい時
とき

や
春
はるさき

先は高
こうめ

目を探
さぐ

ってみよ
う。タナからプラス２～３
ｍを基

きじゅん

準に細
こま

かく探
さぐ

れば、
マダイからのシグナルは
やってくる。

3

タナ

潮

1

2
テンビンの腕

うで

を滑
すべ

ら
せ、流

なが

れるようにハ
リスをつかみ、ソフ
ト に コ マ セ カ ゴ を
海
かいめん

面に落
お

とし込
こ

む。
この時

とき

、クラッチを
切
き

った手
て

は、イラス
トのように軽

かる

くリー
ルをサミングして、
落
お

ち込
こ

みスピードを
自
じぶん

分ペースになるよ
う調

ちょうせい

整する。

3
コマセカゴが海

かいちゅう

中に入
はい

ったら、サミングして
いた手

て

も使
つか

ってハリスをつかみ、両
りょうて

手でフォ
ロー。軽

かる

くハリスをつかみながら滑
すべ

らせ、ハ
リスが絡

から

みそうになったら手
て

をシェイクし
て揺

ゆ

らし、ほぐしながら落
お

とす。

エサが近
ちか

づいたら船
ふな

べりの外
そと

に両
りょうて

手を出
だ

す。エサ
まで30㎝位

ぐらい

のところでハリスを離
はな

し、エサを落
お

として投
とうにゅうしゅうりょう

入終了。

4

船
せんちょう

長が指
しじ

示するタ
ナ＋ハリス分

ふん

の長
なが

さまで落
お

としたら、
クラッチかハンド
ルを巻

ま

いて糸
いと

を止
と

める。そしてすかさ
ず、『底

そこ

から』ボタン
を押

お

し、こちらのカ
ウンターも“ゼロ”
設
せってい

定にする。

5
仕

しか

掛けの回
かいしゅう

収、または
魚
さかな

が 掛
か

か っ た ら、 パ
ワーレバーで巻

ま

き上
あ

げ
開
かいし

始。

1
2

テンビンが手
てもと

元にくる
位

いち

置まで巻
ま

き、ロッド
を ホ ル ダ ー に 竿

さお

を か
け、ロッドを起

お

こしな
が ら テ ン ビ ン を つ か
む。テンビンをつかん
だら、コマセバケツの
中
なか

に カ ゴ を 入
い

れ て、
手

たぐ

繰りの準
じゅんび

備に入
はい

る。

ハ リ ス を 船
せんない

内
（足

あしもと

元）に入
い

れな
がら、両

りょうて

手でハリ
スを手

たぐ

繰り寄
よ

せ
る。

3

魚
さかな

が掬
すく

えるところまで
手

たぐ

繰りで寄
よ

せたら、タ
モの出

でばん

番。船
せんちょう

長か仲
なかま

間、
隣
となり

のアングラーに頼
たの

ん
ですくってもらおう。
魚
さかな

が頭
あたま

からタモに入
はい

る
よう誘

ゆうどう

導するのがコツ
と覚

おぼ

えること。

4

手
ても

持ち釣
ちょうほう

法 エサとエサ付け
万
ばんのう

能エサは、オキアミ。通
つうじょう

常は、尾
おはね

羽根を切
き

って、
１匹

ひき

をハリに付
つ

ける。食
く

いが悪
わる

い場
ばあい

合やエサ取
と

りが多
おお

い場
ばあい

合は、抱
だ

き合
あ

わせたりする。

基
きほん

本の1匹
ひきが

掛け

尾
おはね

羽根の切
き

り口
くち

から
ハリを刺

さ

し、ハリの
軸
じく

にそって一
いっちょくせん

直線に
なるようにハリを抜

ぬ

き刺
さ

す。

抱
だ

き合
あ

わせ

１匹
ひきが

掛けの後
あと

に、オキア
ミの腹

はら

を合
あ

わすように
して刺

さ

す。

コマセビシの窓
まど

は
できるだけ隙

すきま

間を狭
せま

くして、
コマセが一

いっき

気に出
で

ないように調
ちょうせい

整

　比
ひかくてき

較的オキアミは置
お

き竿
ざおちょうほう

釣法に、アミコマ
セは手

ても

持ち釣
ちょうほう

法で使
つか

われる。それぞれのコマ
セでビシが変

か

わるから、乗
じょうせん

船する船
ふなやど

宿で必
かなら

ず
確
かくにん

認すること。
　コマセの分

ぶんりょう

量は、どちらも８分
ぶんめ

目で詰
つ

める
こと。コマセの出

でぐち

口となる上
じょうげ

下の窓
まど

は、でき
るだけ隙

すきま

間を狭
せま

くするが、潮
ちょうりゅう

流や状
じょうきょう

況でこの
隙
すきま

間を調
ちょうせい

整するように！

コマセを3回
かい

くらい（12ｍなら3ｍ、
6ｍ、9ｍの3m間

かんかく

隔）で振
ふ

り出
だ

し、分
わ

けて撒
ま

きながらタナまでコマセビシを
持
も

ち上
あ

げる。エサ取
と

りとなる小
こざかな

魚をコ
マセで集

あつ

め、マダイと切
き

り離
はな

す。

“置
お

き竿
ざおちょうほう

釣法”と“手
ても

持ち釣
ちょうほう

法”を
マスターして、日

にほんじゅう

本中で釣
つ

ろう!!

巻
ま

き込
こ

み
過

す

ぎ注
ちゅうい

意！

オキアミまたは
アミコマセ
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